
2024 年 4 月 2 日 
 

国産ワインと日本ワインの違い、あなたはご存じですか？ 

“日本ワインに恋した店主”が手掛ける 

料理も楽しめる 角打ちワイン屋『日本ワイン店じゃん』、 

鎌倉 大町に 4 月 12 日オープン 
 

「もっと日本ワインのことを知って欲しい！」“日本ワインに恋した店主”が手掛ける、 

角打ちワイン屋『日本ワイン店じゃん』が、4 月 12 日（金）12 時、鎌倉 大町にオープン

します。常時 20 種類以上の日本ワインをグラスで楽しめ、旬の食材と和の調味料を使った

料理のマリアージュを“日本ワインに恋した店主”がご提案。日本全国 50 社以上、100 種以

上の厳選された日本ワインも販売します。また、店内にある大きなテーブルを囲んで、つ

くり手を招いたイベントや料理教室を開催する予定です。オープン記念として、山梨の醸

造家 2 名を招いたイベントを 4 月 19 日（金）に開催予定。最新情報はホームページ、SNS

をご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜店舗概要＞ 

●店  名 ： 角打ちワイン屋『日本ワイン店じゃん』 
  お店で日本ワインとお食事を楽しめるほか、ワインやワインに合う食品の販売、 

  雑貨の販売も。また店内では日本のウイスキー、クラフトジン等も提供 

●営業時間 ：<販売> 

火曜日～日曜日 12:00-21:00 

 <角打ち（飲食）> 

平日 16:00～21:00(LO20:30)、土日祝日 14:00～21:00(LO20:30) 

●定 休 日 ： 月曜日 

●住  所 ： 神奈川県鎌倉市大町 2 丁目 1-10 

●電  話 ：050-1720-5329  

●ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ ： https://jan-wine.com/ 
インターネット Instagram 

https://jan-wine.com/


＜知っていますか？“国産ワイン”と“日本ワイン”の違いについて＞ 
国内製造ワイン（国産ワイン）は、日本国内で“生産”されたワイン全般を指します。つま

り、日本以外の国で栽培されたブドウを使用し、日本国内で醸造した場合は国内製造ワイン

（国産ワイン）となります。また、輸入果汁を国内で醸造したり、ワインを輸入して瓶詰等を

行った場合も国内製造ワイン（国産ワイン）となります。一方、日本ワインは日本国内で栽培

されたブドウを使用して日本国内で製造されたワインを特定する用語です。日本の気候風土の

中で育ったブドウのみを使ったワインが「日本ワイン」なのです。  

 

＜店主紹介＞ 

 加藤曜子 “日本ワインに恋した店主”。2 児の母。 

 富士フイルム(株)で記録メディアの営業、マーケティング職に 10 年従事し 

た後、鎌倉で小さな小さな日本ワイン専門店「日本ワイン店じゃん」（販 

売のみ）を 2022 年 11 月オープン。 

こころ豊かになるものを生み出す地方での営みが、自分の子供が大人になっても続くように、

そして生活を営むすべての人のこころが豊かになるように、という想いで活動中。日本ワイン

だけを専門に扱うお店は珍しいこともあり、ただモノを販売するだけではなく、つくり手を紹

介した記事を発信したり、生産者を招いて直接コミュニケーションを取れるイベントを開催す

るなど“コト”を大切にし、人と人、人と自然のエネルギーの循環による元気が溢れる社会の実

現に向けて取り組んでいる。  （参考）https://note.com/yokokato/ 

 

 

●なぜ日本ワイン！？ 夢実現のきっかけは「おばあちゃんのみかん」 
父方の実家が和歌山のみかん農家で、みかんをネット販売した経験が原体験となっていま

す。「おばあちゃんが作るみかんは美味しい。もっと沢山の人に食べて欲しい！」。その価値に

気づいた私は EC サイトを立ち上げ、さらにみかんを送る際、箱の中に返信用ハガキを同梱し

たところ、かなりの方がハガキを返信してくださり、おばあちゃん達が喜んでくれました。こ

れらの体験を通して、私が実現したいことは、“自分が田舎に住むことではなく、つくり手の

情熱と生活者の感動の好循環を生み出すことで、地方の産業が未来も続くこと、そして生活者

がモノを消費する以上の価値を享受してこころ豊かになることだ”と気づきました。 

 

●日本ワインとの出会い。そして起業へ 
山梨に家族でキャンプに行った際、とあるきっかけでワイナリーを 5 軒ほど回りました。つ

くり手の方の話を聞いていると、それぞれに色んな歴史があり、熱意があり、とても面白い。

そして買って帰ったワインを飲むとつくり手の人柄を感じる。つくり手の人柄や想いも、ワイ

ンを買うときに知る事が出来たら楽しいな。和歌山のみかんを売った時の楽しかった記憶が蘇

り「つくり手を知り楽しみながら買える仕組みをつくってみたい」と、日本ワインを売ること

を決心しました。日本ワインという産業に関わりながら、地方経済を活性化することに貢献し

たいと思い、日本ワインを広げていくことをナリワイとすることにしました。 

 

本件に関するお問合せ、ご取材に関するお問合せ先 

『日本ワイン店じゃん』代表 加藤曜子 

連絡先：Email アドレス yoko.kato@kyplus-c.com  

https://note.com/yokokato/
mailto:yoko.kato@kyplus-c.com

